
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 10回 理事会  

日 時 令和 4年 3月 11日  18:30～20:50 

場 所 Web会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、浦川純二、重松康志、 

永木照彦、大石勝規、志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、飯野朋彦、池田章子 

監事平野英三、柿田謙三 

書記大月雅之、狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、野原 尉、野上和歌、河島ます子 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）令和4年度 事業予算について 

令和 4 年度事業予算について、公益比率は 83.6%。遊休財産の保有制限問題なし。リモート会議費を
1,000 円に変更。休会者が増え、収入が減ったため年度内がマイナス 100 万円。県学会予算は 240 万
円。新規で生涯学習推進研修会予算 94,000 円を計上する。周年事業の残金 120 万円について次年度に
繰り越せるか確認する。微細な変更を財務担当理事及び三役に一任する。以上の点について審議。審
議の結果、提案通り可決された。 

２）令和4年度 事業計画について 
事業計画案が出揃った。資料について、役員行動を修正し、令和 4年度生涯学習推進研修会を追加。
微細な変更は三役に委ねることとする。審議の結果、提案通り可決された。 

３）推進リーダー制度の会員申請状況について 
   3月 6日までに 10名の申請あり、内容は問題なし。要件については来年度作り直す予定。7日以降の

申請は決議を三役に委ねることとする。審議の結果、提案通り可決された。 
４）「新生涯学習システム研修会」開催について 

   日程は検討中だが、94,000円の予算で開催予定。動画で録画して希望者が閲覧できる形や各地区勉
強会で流すこと、ホームページ上での閲覧等も検討。審議の結果、提案通り可決された。 

５）県学会予算について 
   第 32回長崎県理学療法学術大会について、2022年 9月 10、11日時津カナリーホールで対面＋WEB

のハイブリッドでの開催を予定。大会長は賀村先生、準備委員長は志岐理事。内諾頂いている講師の
先生は基調講演を横山先生、教育講演を神津先生、内田先生。県民公開講座は徳永先生に打診。演題
募集は 4月 11日から 1ヶ月程度予定。演題は口述＋eポスターという形で 65演題を予定。審議の結
果、提案通り可決された。 

６）新入会承認について 
   入会 1名、退会 11名、休会 84名、復会 13名。審議の結果、提案通り可決された。 
（２）報告事項 
１）令和 3年度 メディカルサポート活動マニュアル作成について 

   マニュアルの中身をリニューアルした。現場でのニーズに応じて障害部位の評価ポイントや一次救命
処置、救急に関する対応等を追加。 

２）令和 3年度 高等学校サッカー新人戦メディカルサポート活動について 
   高校サッカーメディカルサポートはコロナ感染増加に伴い急遽中止となった。サポート活動用のビブ

スを購入。1着 950円程度で 20着購入し、サッカーメディカルサポートのリーダーに渡している。 
 ３）令和 3年度 スポーツ指導者研修会について 

スポーツ指導者研修会を 2 月 24 日に開催予定だったが、コロナ禍の影響かキャンセルが多く、参加者
が数名となったため中止とした。会議や講師とのやり取りで費用は発生。今回の内容は機会あれば次
回に活かしたい。 

 ４）令和 3年度 小児リハビリテーションガイド作成に関する作業について 
    昨年度小児リハマップを作成し、今年度はアンケートを作成。ぴーかんてらすに紹介の形で載せて次

年度正式にアンケート実施予定。 
５）令和 3年度 災害リハビリテーション研修会について 

災害リハビリテーション研修会を 3 月 7 日に開催。会員 46 名、その他 OT、ST が 9 名。計 55 名の参
加。講師は長崎 JRATの長崎リハビリテーション病院OTの淡野先生とトータルハビリテーションシス
テムの森先生。体験談を 3 名予定していたが、実際は 1 名しかできなかった。今後、イメージをつけ
るために体験型の研修も取り入れていきたい。 

（３）その他報告事項 
 １）50周年記念式典について 

50 周年記念式典は残務処理を残した状況で、事務員と賞状の郵送などを行う予定。今後記念誌の作成
がある。 

 ２）長崎 J-RATからの協力依頼について 



長崎 J-RATから県内の PT、OT、STが所属している所に医師会も含めて協力病院のお願いが回ってい
ると思うので協力をお願いしたい。 

 ３）令和 4年度組織図案について 
   三役と局長で令和 4 年度の組織図を試案中。教育学術局や社会事業局などは大きく名称が変わり、部

長や班長、部門の名称等変更の可能性あり。総会までに案を固める。総会までは現組織図継続。 
 ４）卒業式の取り扱いについて 
   学校卒業式や入学式への出席がコロナの影響で難しいため、県内 4 校に対し入会を促すような内容も

含め、祝電を出すこととする。 
 ５）広報における SNS利用について 
   研修会の広報に関し、会員が Twitterに載せることが効果的との指摘あり。今後、若い会員に情報を届

けるためにも公式 Twitterの発信も検討。 
 ６）令和 4年度定時総会について 
   定時総会について、予定していた 6 月 12 日は会場が難しく、会場次第だが 5 月 29 日ならハイブリッ

ド、6月 12日ならフルリモートを検討。 
 ７）メインサポーター説明会について 
   小川克巳全国後援会からメインサポーター入会案内の説明会あり。残り 2 回。内容は応援カード収集

と組織的に動くための説明会。塩塚連盟会長より本会理事と地域局地区部長の先生方を交えた会議を
持ちたいとのこと。長崎は応援者 7000人が目標。 

 ８）財務処理の件等について 
   50 周年式典の関係など前受け金として処理したものが会計年度を超える場合の処理の扱い方を公認会

計士に確認する。災害では機会があるか不明だが、難民の健康管理について考えておく必要がある。 

 


